
1

　
　
　

私
の
情
念　

　

                      

中
川　

修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

小
説
に
、『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』
や
『
真
夏
の
方
程
式
』
の
よ
う
に
数
学
用
語
を
題
名
と
し

た
の
が
目
に
付
く
。
こ
の
場
合
の
「
数
式
」
の
意
味
は
、
言
葉
の
論
理
が
数
式
で
示
せ
る
と
の
感

覚
の
論
理
と
浅
は
か
に
決
め
て
し
ま
い
。「
方
程
式
」
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
な
意
味
で
の
問
題
解
決

の
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
と
理
解
す
る
。
私
の
情
念
の
生
起
は
、
こ
れ
ら
の
小
説
の
題

名
に
使
わ
れ
て
い
る
「
数
式
」
と
「
方
程
式
」
の
峻
別
の
結
果
で
あ
る
。

峻
別
の
意
味
す
る
も
の
を
数
理
モ
デ
ル
の
方
程
式
の
解
と
し
、
帰
結
で
き
得
る
こ
と
の
代
償
に
よ

る
情
念
の
発
生
過
程
の
物
語
で
あ
る
。
し
か
も
、
完
全
に
帰
結
で
き
得
れ
ば
、
情
念
は
、
霧
消
で

き
る
と
信
じ
た
い
。

ま
ず
、
情
念
そ
の
も
の
が
何
か
を
特
定
す
べ
く
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
理
性
は
、
情

念
の
奴
隷
で
あ
り
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。』
を
命
題
と
し
て
、
理
性
が
何
た
る

も
の
か
を
若
干
、
定
義
し
て
み
た
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
理
性
は
、
神
が
魂
に
点
火
し
た
光

な
り
。』
こ
れ
に
お
い
て
、
神
は
、
自
然　

魂
は
、
徳
と
し
て
捉
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『
ヒ
ュ
ー
ム
哲
学
に
お
け
る
情
念
と
倫
理
』
を
考
察
し
た　

奥
田
太
郎
氏
の
博
士
論
文
の
要
旨
を

適
用
さ
せ
て
頂
く
と
す
れ
ば
、
あ
る
行
為
、
こ
こ
で
は
、
数
式
を
使
う
こ
と
。

『
こ
の
行
為
の
動
因
が
、
自
然
的
・
人
為
的
と
い
う
徳
の
二
分
法
の
内
実
は
、
行
為
、
動
機
、
性

格
特
性
間
の
関
係
で
あ
る
。』
と
捉
え
、
こ
の
作
業
が
、『【
特
定
個
人
の
特
殊
な
利
害
と
無
関
係

に
一
般
的
に
考
慮
さ
れ
る
場
合
に
生
じ
る
情
念
】
と
し
て
の
道
徳
感
情
と
い
う
従
来
の
理
解
』
を

『
三
者
以
上
の
間
で
の
共
感
を
通
じ
た
情
念
と
快
の
や
り
と
り
（
情
念
シ
ス
テ
ム
）
を
通
じ
て
、

穏
や
か
な
間
接
情
念
で
あ
る
是
認
の
情
念
（
す
な
わ
ち
道
徳
感
情
）
へ
と
変
化
』
す
べ
き
事
へ
の

障
害
か
ら
起
因
す
る
こ
の
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
行
く
。　
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こ
の
行
為
が
、
人
為
的
で
あ
る
な
ら
ば
自
然
的
に
な
る
こ
と
が
、『
是
認
の
情
念
』
で
あ
る
と
主

張
で
き
る
の
で
は
な
い
か
を
解
き
明
か
し
て
行
き
た
い
の
で
あ
る
。

　

何
故
、私
の
情
念
が
、『
是
認
の
情
念
』
と
認
知
さ
れ
得
な
い
か
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「
郷
に
入
っ
て
は
、
郷
に
従
え
」
の
格
言
が
あ
る
。

土
地
の
交
換
分
合
に
よ
る
区
画
整
理
の
換
地
の
行
為
を
数
式
で
説
明
す
る
時
、「
郷
」
の
情
念
が
、

端
的
に
、
理
性
と
至
ら
し
め
て
い
る
こ
と
の
解
放
を
目
指
そ
う
と
し
た
な
ら
、
学
問
的
に
認
識
で

き
る
事
と
の
ズ
レ
が
、
私
の
情
念
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
。

数
式
の
何
た
る
か
を
、『
情
念
シ
ス
テ
ム
』
を
適
用
し
て
、
科
学
的
に
論
理
の
裁
判
を
試
み
た
い
。

も
ち
ろ
ん
、法
が
存
在
す
る
前
に
、『
理
性
は
、神
が
魂
に
点
火
し
た
光
な
り
。』
等
を
念
頭
に
、『
三

者
以
上
の
間
で
の
共
感
を
通
じ
た
情
念
と
快
の
や
り
と
り
』
な
ど
を
倫
理
観
と
し
て
裁
け
な
い
か

に
焦
点
を
絞
っ
て
審
理
し
、
判
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

数
式
の
認
識
を
等
価
性
で
認
識
さ
れ
る
こ
と
の
原
因
（
犯
人
）
が
、
量
化
で
あ
る
と
突
き
と
め
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
等
価
性
を
全
称
量
化
に
求
め
れ
ば
、
土
地
の
価
格
値
の
等
価
し
か
な
ら
な
い

の
を
「
郷
」
の
掟
に
従
え
ば
、
人
為
的
評
価
の
行
為
に
、『
是
認
の
情
念
』
が
生
ま
れ
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。

数
式
が
、
方
程
式
で
あ
る
た
め
の
『
情
念
シ
ス
テ
ム
』
の
取
り
扱
い
が
『
是
認
の
情
念
』
へ
の
変

化
と
生
る
べ
く
筈
な
の
だ
が
、
作
為
的
な
バ
イ
ア
ス
を
施
し
て
し
ま
っ
て
、
数
式
を
使
う
こ
と
を
、

「
郷
」
の
情
念
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
全
称
量
化
の
数
式
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
別
の
数
理
モ
デ
ル
と
し
て
存
在
量
化
の
数

式
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、
統
一
的
・
学
問
的
に
認
識
す
べ
き
時
、「
郷
」
の
情
念
で
は
、

『
是
認
の
情
念
』
へ
と
変
化
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
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デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
理
性
は
、
情
念
の
奴
隷
で
あ
る
。』
の
対
偶
命
題
「
情
念
で
な

い
も
の
（
情
念
の
解
放
）
は
、
理
性
で
な
い
。」
前
者
が
、
偽
り
な
ら
、
後
者
も
偽
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
、「
郷
」
の
情
念
に
逮
捕
状
を
突
き
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
に
は
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
施
行
規
程
に
表
記
さ
れ
て
い
る
事
を
、
数
式
に

す
べ
き
時
に
全
称
量
化
の
蓋
然
性
が
示
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
「
逮
捕
状
」
を
請
求
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
規
範
モ
デ
ル
を
、
統
一
的
・
学
問
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
と
法
（
規
程
）
の
壁
を
破
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
壁
を
突
き
進
む
に
は
、
量
化
な
る
概
念
を
取
入
れ
る
こ
と
で
、『
情
念
シ
ス
テ
ム
』
を
通
じ

て
『
是
認
の
情
念
』
へ
と
判
決
し
よ
う
と
す
る
「
論
理
の
裁
判
」
を
戯
曲
型
式
で
開
廷
す
る
。

原
告
は
、
数
式
の
論
理
的
思
惟
者　

・
・
・
量
化　

人

被
告
は
、
数
式
の
適
用
者　
　
　
　

・
・
・「
郷
」
の
情
念　

人

裁
判
所
は
、
理
性
の
判
断
者　
　
　

・
・
・『
是
認
の
情
念
』　

人

裁
判
人
は
、
言
葉
の
定
義
者　
　
　

・
・
・『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　
　

原
告
の
準
備
書
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

論
理
裁
判
所　
　

御
中

申
請
人　
　
　
　

量
化　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

住
所　
　
　
　
　

不
定　
（
国
語
辞
典
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。）

　

氏
名　
　
　
　
　

量
化
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事
件
番
号　
　
　

平
成
二
十
七
年
（
論　
　

）　

第
一
号

　

事
件
名　
　
　
　
「
量
化
」
認
知
事
件

　

申
立
人　
　
　
　

量
化

　

相
手
方　
　
　
　
「
郷
」
の
情
念　
　
　
　

　

終
局
日　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
十
月

 

被
告
の
答
弁
書

　

事
件
番
号　
　
　

平
成
二
十
七
年
（
論　
　

）　

第
一
号　
「
量
化
」
認
知　

請
求
事
件

原
告　
　
　
　
　

量
化

被
告　
　
　
　
　
「
郷
」
の
情
念

　
　
　
　
　

答
弁
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日　

論
理
裁
判
所　
　

御
中　

被
告　
　
　
　
　
「
郷
」
の
情
念

第
一　
　
　

請
求
の
趣
旨
に
対
す
る
答
弁
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一　
　
　

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

第
二　
　
　

請
求
の
原
因
に
対
す
る
認
否

　

一　
　
　

原
告
そ
の
も
の
を
不
知　
　
　
　

 

第
一
回　

証
人
尋
問

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　
　
　
「
数
式
の
何
た
る
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
「
数
式
と
数
式
を
等
価
記
号
で
結
合
す
る
こ
と
は
、
左
辺
の
量
（
値
）
と
右
辺
の
量
（
値
）

が
等
価
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、等
価
記
号
を
含
め
て
、数
式
と
し
て
い
ま
す
。」

 

第
二
回　

証
人
尋
問

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　

 　
　
　
「
数
式
と
数
式
を
等
価
記
号
で
結
合
さ
れ
た
時
、
論
理
的
に
は
ど
の
よ
う
に
生
る
の
で

す
か
。」

『
論
理
学
』　

人



6

　
　
　
「
数
式
と
数
式
が
等
価
記
号
で
結
合
さ
れ
て
い
る
時
、
そ
の
数
式
を
適
用
す
る
範
囲
に
は
、

あ
る
普
遍
的
な
定
数
が
見
出
さ
れ
ま
す
。」　　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　
　
　
　
「
そ
の
普
遍
的
な
定
数
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
在
り
ま
す
か
。」

『
論
理
学
』　

人

　
「
数
式
と
数
式
の
結
合
論
理
に
よ
り
、
全
称
量
化
定
数
と
存
在
量
化
定
数
が
あ
り
ま
す
。」

　
第
三
回　

証
人
尋
問　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

「
数
式
と
数
式
の
結
合
論
理
に
よ
り
、『
論
理
学
』
人
よ
り
、
普
遍
的
な
定
数
が
あ
る
と
分
か
り
ま

し
た
が
、
数
式
と
し
て
は
何
を
意
味
し
ま
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
「
論
理
命
題
が
数
式
と
数
式
の
結
合
で
表
さ
れ
、
定
数
が
現
れ
た
時
、
そ
の
数
式
は
、
方

程
式
に
な
り
ま
す
。」

 

第
四
回　

証
人
尋
問
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『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
論
理
命
題
が
数
式
と
数
式
の
結
合
で
表
さ
れ
定
数
が
現
れ
た
時
、『
数
学
』
人
よ
り
、
そ
れ
は
方

程
式
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
方
程
式
で
持
っ
て
あ
る
現
象
か
ら
他
の
現
象
を
結
合
し

た
時
、
他
の
現
象
の
方
程
式
を
解
く
に
は
何
が
必
要
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

「
あ
る
現
象
を
表
し
た
数
式
か
ら
、
他
の
現
象
の
数
式
に
結
合
す
る
に
は
、
演
算
子
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
演
算
子
を
呈
示
し
て
い
ま
す
。」

 

第
五
回　

証
人
尋
問

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
あ
る
現
象
を
表
し
た
数
式
か
ら
、
他
の
現
象
の
数
式
に
結
合
す
る
に
は
、『
科
学
』
人
よ
り
演
算

子
が
必
要
と
分
か
り
呈
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
数
学
的
に
は
ど
う
言
う
意
味
に
な
り
ま
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
あ
る
現
象
を
表
し
た
数
式
か
ら
、
他
の
現
象
の
数
式
に
結
合
で
き
る
演
算
子
が
演
繹

で
き
た
な
ら
、
他
の
現
象
の
数
式
に
は
、
作
用
素
が
確
認
で
き
ま
す
。」

 

第
六
回　

証
人
尋
問

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人
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「
論
理
命
題
が
数
式
と
数
式
の
結
合
で
表
さ
れ
定
数
が
現
れ
た
時
、『
数
学
』
人
よ
り
、
そ
れ
は
方

程
式
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
現
象
を
表
し
た
数
式
か
ら
、
他
の
現
象
の
数
式

に
結
合
で
き
た
時
、『
科
学
』
人
よ
り
演
算
子
が
呈
示
さ
れ
、
そ
れ
は
、『
数
学
』
人
よ
り
、
作
用

素
で
表
現
で
き
る
と
分
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
の
数
式
と
数
式
の
結
合
さ
れ
た
こ
と

か
ら
何
が
認
識
で
き
ま
し
た
か
。」

『
科
学
』　

人

「
数
式
と
数
式
の
結
合
論
理
に
よ
り
、
三
つ
の
数
理
モ
デ
ル
に
生
る
と
分
か
り
ま
す
、
そ
し
て
、

あ
る
現
象
の
既
知
値
か
ら
他
の
現
象
の
数
値
を
求
め
た
時
、
あ
る
（
元
の
）
現
象
の
数
式
が
何
を

意
味
し
て
い
る
か
認
識
で
き
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
あ
る
（
元
の
）
現
象
の
数
式
は
、
ど
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

「
あ
る
（
元
の
）
現
象
の
数
式
は
、
そ
の
事
象
で
の
現
象
の
等
価
性
を
数
式
に
現
れ
る
量
化
定
数

に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
た
上
で
の
等
価
式
で
あ
り
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

「
量
化
定
数
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
た
上
で
の
等
価
式
と
は
、
ど
う
言
う
意
味
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

「
現
象
を
記
述
し
た
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
は
、
量
化
式
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
。」
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『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
「
量
化
式
で
あ
る
と
い
う
事
は
、他
の
事
象
と
の
数
式
と
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

　
　
　
「
あ
る
現
象
を
表
し
た
数
式
か
ら
、
他
の
現
象
の
数
式
に
は
、
翻
っ
て
、
あ
る
（
元
の
）

事
象
を
表
し
た
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
と
は
、
辻
褄
が
合
っ
て
い
る
こ
と
が
認
識
で
き
ま
す
。」

　 　

第
七
回　

証
人
尋
問　
　

　
　
『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
あ
る
（
元
の
）
事
象
を
表
し
た
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
と
は
、
辻
褄
が
合
っ
て
い
る
こ
と
が

認
識
で
き
る
と
、『
科
学
』
人
は
、
言
っ
て
い
ま
す
が
こ
れ
は
ど
う
言
う
意
味
で
す
か
。」

『
数
学
』　

人

「
あ
る
（
元
の
）
事
象
を
表
し
た
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
と
が
、
辻
褄
が
合
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
が
閉
じ
た
形
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
も
他
の
事
象
の
数
式
も
方
程
式
と
認
識
さ
れ
ま
す
。」　　
　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

「
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
方
程
式
と
他
の
事
象
の
方
程
式
が
閉
じ
た
形
で
あ
る
と
の
意
味
は
ど
う

言
う
事
で
す
か
。」
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『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
方
程
式
と
他
の
事
象
の
方
程
式
は
、双
対
し
て
い
る
事
で
す
。」

　
　
『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
「
方
程
式
は
、
量
や
値
を
文
字
記
号
で
表
し
、
閉
じ
た
形
を
示
さ
れ
ま
す
ね
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
「
は
い
、
そ
う
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
「
方
程
式
の
指
し
示
す
量
や
値
を
実
際
に
は
、
決
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。
何
故
な
ら
あ

る
実
在
可
能
な
数
値
（
有
効
数
字
）
に
な
る
の
で
、
そ
の
場
合
ど
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
あ
る
現
象
を
表
し
た
数
式
や
、
他
の
現
象
の
数
式
は
、
誤
差
を
含
む
数
式
と
し
て
、

取
り
扱
う
事
し
か
出
来
な
い
で
す
ね
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
「
数
学
的
厳
密
性
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
具
現
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
す
が
、『
数
学
』
人
か
ら
現
実
の
科
学
の
領
域
で
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
量
や
、
値
を
決
め
る
と
か
に
お
い
て
、『
数
学
』
人
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
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追
い
求
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
科
学
は
あ
る
意
味
、
量
や
、
値
を
決
め
る
と
か
を
量
化
し
て

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
か
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
量
る
と
か
値
を
決
め
る
と
か
を
量
化
し
て
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
数
理
モ
デ
ル
か
ら
の

方
程
式
か
ら
の
数
値
等
を
決
め
る
事
を
量
化
と
い
う
こ
と
で
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
「
量
化
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
数
理
モ
デ
ル
か
ら
、
あ
る
（
元
の
）

事
象
の
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
と
が
、
閉
じ
た
形
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
の
方
程
式
が
互
い
に
双

対
し
て
い
る
の
を
示
す
の
が
、
量
化
で
す
。」　

「
も
う
一
つ
は
、
閉
じ
た
形
で
示
さ
れ
た
方
程
式
か
ら
現
実
の
量
や
、
値
を
決
め
る
と
か
の
数
値

に
置
き
換
え
る
過
程
も
、
量
化
と
生
り
ま
す
。」

　
第
八
回　

証
人
尋
問　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
言
葉
の
意
味
と
し
て
の
量
化
に
は
、『
数
学
』
人
か
ら
、
数
理
モ
デ
ル
の
方
程
式
を
見
出
す
こ
と

と
、
そ
の
方
程
式
か
ら
現
実
の
量
や
値
と
か
を
決
め
る
こ
と
に
使
う
こ
と
と
、
二
通
り
の
使
い
方

が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
が
、
そ
う
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

「
い
い
え
、
量
化
に
は
、
も
う
一
つ
の
こ
と
を
加
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
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『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

「
も
う
一
つ
の
こ
と
と
は
、
何
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

「
も
う
一
つ
の
こ
と
と
は
、
見
出
せ
る
方
程
式
に
入
力
す
る
量
の
値
や
値
の
数
値
が
自
然
で
あ
る

か
作
為
で
あ
る
か
で
、
量
化
と
い
う
言
葉
が
必
要
に
な
り
ま
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
量
化
と
い
う
言
葉
が
必
要
に
な
り
ま
す
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

　
　
　
「
入
力
す
る
量
の
値
や
値
の
数
値
は
、
自
然
な
物
理
数
と
人
為
的
な
指
標
数
と
が
あ
り
ま

す
。
指
標
数
は
あ
る
現
象
を
表
す
事
象
の
み
で
構
築
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
如
何
や
ら
、
あ
る
現

象
を
表
し
た
数
式
か
ら
、
他
の
現
象
の
数
式
の
結
果
を
も
考
慮
す
る
人
為
的
な
指
標
数
と
な
ら
し

め
て
い
る
よ
う
な
ら
、
入
力
す
る
数
値
そ
の
も
の
も
量
化
の
言
葉
に
包
み
込
ま
れ
ま
す
。」　　

 

被
告
尋
問

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
土
地
の
交
換
分
合
に
よ
る
区
画
整
理
の
換
地
の
行
為
は
、数
式
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人
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「
は
い
、
そ
う
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
そ
の
数
式
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人

　
　
　
　
　
「
施
行
規
程
に
表
記
さ
れ
て
い
る
事
を
、
数
式
と
し
て
具
現
化
し
た
も
の
で
す
。」　

　『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
そ
の
数
式
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
ま
す
か
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人　

　
　
　
　
　
「
区
画
整
理
に
よ
る
土
地
価
格
の
値
上
が
り
分
の
公
平
な
配
分
と
考
え
て
い
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
　
「
値
上
が
り
分
の
公
平
な
配
分
は
、
区
画
整
理
に
必
要
な
減
歩
を
伴
う
の
で
す
ね
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人　

「
は
い
、
そ
う
で
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　



14

「
土
地
価
格
の
値
上
が
り
分
の
公
平
な
配
分
の
数
式
で
も
っ
て
減
歩
を
生
む
こ
と
で
す
ね
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人　

「
は
い
、
そ
う
で
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

「
土
地
価
格
の
値
上
が
り
分
の
公
平
な
配
分
の
数
式
は
、『
論
理
学
』
人
よ
り
、
数
式
と
数
式
の
結

合
論
理
に
よ
り
、全
称
量
化
式
と
存
在
量
化
式
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、如
何
な
の
で
す
か
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人　

「
数
値
と
数
式
の
結
合
に
よ
り
、
地
権
者
の
合
意
形
成
が
図
れ
る
土
地
価
格
の
指
標
を
決
め
て
い

ま
す
。
合
意
形
成
と
は
、
地
権
者
へ
の
納
得
で
き
る
減
歩
と
理
解
し
て
い
ま
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
　
　
　
「
使
わ
れ
て
い
る
数
式
は
、
全
称
量
化
式
と
の
認
識
は
な
い
の
で
す
か
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人　

　
　
　
　
　
　
　
「
値
上
が
り
分
の
公
平
な
配
分
と
し
て
の
数
式
と
認
識
し
て
い
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
　
　
「
そ
の
数
式
は
、
な
ん
と
言
い
ま
す
か
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人　
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「
権
利
価
格
式
と
申
し
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
　
　
「
権
利
価
格
式
と
は
、
地
権
者
と
の
合
意
形
成
の
下
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。」

『「
郷
」
の
情
念
』　

人　

　
　
　
　
　
　
「
・
・
・　

。」

「
い
ま
ま
で
の
数
式
の
提
唱
人
の
規
範
モ
デ
ル
と
し
て
の
分
析
資
料
を
開
示
し
ま
す
。」

　
第
九
回　

証
人
尋
問　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

「
権
利
価
格
式
と
規
範
モ
デ
ル
の
分
析
資
料
の
開
示
を
『「
郷
」
の
情
念
』
人
よ
り
受
け
ま
し
た
が

そ
の
資
料
で
ど
う
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
か
。」　

『
科
学
』　

人

「
実
証
的
資
料
が
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
数
式
を
使
う
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
科
学
的
な
方

法
と
は
、
の
問
い
に
、
森
博
嗣
氏
の
【
他
者
に
よ
っ
て
、
再
現
で
き
る
。】
と
の
数
式
の
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
か
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

「
権
利
価
格
式
と
い
う
数
式
で
地
権
者
と
の
合
意
形
成
を
含
蓄
し
て
使
っ
て
い
る
と
『「
郷
」
の
情
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念
』
人
は
、
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、『
数
学
』
人
の
言
っ
て
い
る
量
化
の
二
つ
の
意
味
と

は
違
う
の
で
す
か
。」　　

『
科
学
』　

人

　
「
は
い
、
違
い
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　
　

「
権
利
価
格
式
と
い
う
数
式
に
、
数
式
そ
の
も
の
の
意
味
よ
り
入
力
値
そ
の
も
の
を
考
慮
し
て
い

る
事
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

　
　
「
は
い
、
そ
う
で
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「『「
郷
」
の
情
念
』
人
が　

開
示
し
た
規
範
モ
デ
ル
の
数
式
の
等
価
性
は
、
権
利
価

格
式
と
の
理
解
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
は
い
、
そ
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　
　
　
　
　
「
そ
れ
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。」　

『
科
学
』　

人
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「
権
利
価
格
式
は
、
価
格
事
象
の
数
式
と
言
い
、
減
歩
率
式
は
、
面
積
事
象
の
数
式

と
言
い
ま
す
。」

　
　
　
　
　
「
権
利
価
格
式
と
減
歩
率
式
は
、
閉
じ
た
形
と
し
て
証
明
し
て
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

数
式
を
方
程
式
と
し
て
認
識
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　
　
　
　
　
「『「
郷
」
の
情
念
』
人
が
、
権
利
価
格
式
に
対
し
て
、
鉛
筆
を
舐
め
る
と
の
言
葉
を

口
に
す
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
意
味
と
お
思
い
で
す
か
。」　

『
科
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
権
利
価
格
式
を
量
化
式
と
捉
え
な
い
の
で
、
量
化
価
格
値
を
確
定
で
き
な
い
こ
と

に
起
因
す
る
こ
と
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　
　
　
　
　
「『
数
学
』
人
よ
り
、
量
化
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
一
つ
は
、
数
理
モ
デ
ル
か

ら
、あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
を
閉
じ
た
形
に
示
し
方
程
式
と
す
る
こ
と
、

も
う
一
つ
は
、
閉
じ
た
形
で
示
さ
れ
た
方
程
式
か
ら
現
実
の
量
や
、
値
を
決
め
る
と
か
の
数
値
に

置
き
換
え
る
過
程
も
量
化
と
言
う
と
の
こ
と
で
す
が
、『「
郷
」
の
情
念
』
人
は
、
権
利
価
格
式
が

決
め
ら
れ
た
入
力
値
に
閉
じ
た
形
を
示
す
こ
と
を
無
視
し
て
入
力
値
そ
の
も
の
を
考
慮
し
て
い
ま

す
ね
。」

『
科
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
は
い
、
そ
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。」
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『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

「
入
力
値
そ
の
も
の
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人　

「
第
八
回　

証
人
尋
問
で
、【
他
の
現
象
の
数
式
の
結
果
を
も
考
慮
す
る
人
為
的
な
指
標
数
と
な
ら

し
め
て
い
る
よ
う
な
ら
、
入
力
す
る
数
値
そ
の
も
の
も
量
化
の
言
葉
に
包
み
込
ま
れ
ま
す
。】
と

証
言
し
ま
し
た
通
り
こ
れ
も
ま
た
量
化
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　
　
　
　
　
「
量
化
に
は
、『
数
学
』
人
の
言
う
二
つ
の
意
味
と
『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
権
利
価

格
式
へ
の
入
力
値
の
取
り
扱
い
も
量
化
と
な
る
の
で
す
か
。」　

『
科
学
』　

人　

　
　
　
　
　
「
は
い
、
そ
う
で
す
。」　

 

第
十
回　

証
人
尋
問　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　
　
　
　
　
「『
科
学
』
人
よ
り
数
式
に
入
力
す
る
前
に
入
力
値
で
量
化
し
て
し
ま
う
取
り
扱
い
と

の
証
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
規
範
モ
デ
ル
を
数
理
モ
デ
ル
と
し
て
考
察
す
る
と
ど
う
な
り
ま
す

か
。」　
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『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
規
範
モ
デ
ル
を
数
理
モ
デ
ル
と
し
て
数
式
に
さ
れ
た
時
、
数
式
そ
の
も
の
に
何
ら
か

の
作
為
的
な
バ
イ
ア
ス
を
施
す
こ
と
も
量
化
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

　
　
　
　
「『
数
学
』
人
の
言
わ
れ
た
二
つ
の
量
化
の
意
味
と
は
、
異
質
の
も
の
で
す
ね
。」　

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
は
い
、
そ
う
で
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
「
規
範
モ
デ
ル
を
数
式
に
置
き
換
え
数
理
モ
デ
ル
と
な
れ
ば
、
ど
う
言
う
こ
と
を
意
味

し
ま
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
規
範
モ
デ
ル
に
内
蔵
さ
れ
る
も
の
は
、
と
り
削
が
れ
単
な
る
数
値
や
量
の
値
の
入
力

値
と
し
て
し
か
認
識
し
ま
せ
ん
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
「
規
範
モ
デ
ル
が
数
理
モ
デ
ル
に
視
点
が
変
わ
る
と
言
う
こ
と
で
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
規
範
モ
デ
ル
が
数
理
モ
デ
ル
と
な
れ
ば
、
全
称
量
化
式
か
存
在
量
化
式
に
な
る
と
言
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う
こ
と
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
規
範
モ
デ
ル
に
内
蔵
さ
れ
る
も
の
を
、
全
称
量
化
式
で
取
り
扱
う
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
全
称
量
化
式
の
量
化
定
数
に
作
為
的
な
バ
イ
ア
ス
を
施
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
「
作
為
的
な
バ
イ
ア
ス
と
い
う
も
の
は
、
数
学
的
に
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
数
式
以
前
の
問
題
で
、『
数
学
』
人
と
し
て
は
、
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
こ
と
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
「
全
称
量
化
式
と
存
在
量
化
式
と
の
分
析
に
お
い
て
、
バ
イ
ア
ス
は
、
ど
う
言
う
意
味
に

な
り
ま
す
か
。」　　

『
数
学
』　

人

　
　
　
「
バ
イ
ア
ス
の
値
は
、
存
在
量
化
式
で
は
量
化
の
動
因
に
な
り
変
数
に
掛
か
る
存
在
量
化

定
数
そ
の
も
の
を
数
式
が
生
み
出
し
ま
す
。
全
称
量
化
で
は
、
分
析
に
は
関
与
し
て
い
な
い
と
言

う
か
、
変
数
に
取
り
込
ま
れ
、
変
数
の
ゲ
ー
ジ
化
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
変
数
の
ゲ
ー
ジ
変
換

に
よ
り
存
在
量
化
の
他
の
現
象
の
数
式
の
擬
似
化
に
な
り
ま
す
。」　
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『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
「『「
郷
」
の
情
念
』
人
が
、
全
称
量
化
式
の
定
数
の
バ
イ
ア
ス
の
値
で
量
化
し
て
い
る

の
を
存
在
量
化
の
数
理
モ
デ
ル
の
数
式
で
は
ど
の
よ
う
に
生
っ
て
い
ま
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
「
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
通
り
、存
在
量
化
で
は
、バ
イ
ア
ス
の
値
は
量
化
の
動
因
で
あ
り
、

数
式
そ
の
も
の
が
、
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
量
化
を
示
し
、
他
の
事
象
の
数
式
は
こ
れ
に
双
対
し

た
も
の
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

「
全
称
量
化
式
と
存
在
量
化
式
と
の
分
析
で
全
称
量
化
式
の
バ
イ
ア
ス
の
値
は
、
あ
る
（
元
の
）

事
象
を
表
し
た
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
と
の
間
で
、
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
量
化
に
よ
る
方
程

式
と
の
認
識
に
お
い
て
ど
の
様
な
事
が
分
か
り
ま
す
か
。」　　

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
全
称
量
化
式
に
お
い
て
、
あ
る
（
元
の
）
事
象
を
表
し
た
数
式
か
ら
他
の
事
象
の

数
式
へ
の
量
化
に
よ
る
方
程
式
の
演
算
子
は
、
存
在
量
化
式
の
一
つ
の
量
化
と
同
じ
演
算
子
と
生

り
ま
す
。
従
っ
て
、
バ
イ
ア
ス
値
は
、
数
学
的
に
は
、
量
化
に
は
関
与
し
て
い
な
い
の
が
分
か
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
変
数
の
ゲ
ー
ジ
化
を
意
味
し
ま
す
。」

　
『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
同
じ
演
算
子
と
生
り
、
バ
イ
ア
ス
値
は
、『
数
学
』
人
の
言
う
量
化
に
は
関
与
し
な
い
と
の
事
で

す
が
、『
科
学
』
人
の
言
う
『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
権
利
価
格
式
へ
の
入
力
値
の
取
り
扱
い
も
量

化
と
な
る
と
の
意
味
に
お
い
て
ど
ん
な
こ
と
が
言
え
ま
す
か
。」　　
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『
数
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
入
力
値
の
取
り
扱
い
も
量
化
と
な
る
と
言
う
事
は
作
為
で
あ
り
、
さ
き
ほ
ど
証
言

し
た
通
り
数
式
の
取
り
扱
い
以
前
の
問
題
に
な
り
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
全
称
量
化
式
に
お
い
て
、
数
式
の
取
り
扱
い
以
前
の
問
題
と
言
う
事
は
、
バ
イ
ア
ス
の
値
が
作

為
に
生
る
と
言
う
事
で
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
作
為
に
生
る
と
か
生
ら
な
い
と
か
で
は
な
く
、
バ
イ
ア
ス
値
は
、
全
称
量
化
式
に

お
い
て
、
あ
る
（
元
の
）
事
象
を
表
し
た
数
式
か
ら
他
の
事
象
の
数
式
を
繋
ぐ
変
数
を
ゲ
ー
ジ
変

換
す
る
も
の
に
生
り
ま
す
。」　　

　
『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
「
バ
イ
ア
ス
値
は
、
全
称
量
化
の
数
式
で
『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
言
う
権
利
価
格
式
の

定
数
と
生
る
も
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。」

『
数
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
数
学
的
に
は
、
全
称
量
化
式
の
量
化
定
数
と
し
て
し
か
、
認
識
で
き
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
変
数
の
ゲ
ー
ジ
変
換
に
作
用
す
る
も
の
で
す
。」

 

第
十
一
回　

証
人
尋
問
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『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
「『
数
学
』
人
よ
り
バ
イ
ア
ス
値
は
、
数
学
的
に
全
称
量
化
式
の
量
化
定
数
と
し
て
し
か
、

認
識
で
き
な
い
と
の
事
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
全
称
量
化
式
を
使
う
と
言
う
こ
と
は
ど
う
い
う
意
味

に
な
り
ま
す
か
。」

『
科
学
』　

人　

　
　
　
　
「『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
言
う
規
範
モ
デ
ル
と
し
て
の
作
為
の
掛
っ
た
バ
イ
ア
ス
の
値

を
用
い
て
数
理
モ
デ
ル
と
し
た
時
、
量
化
は
、
結
果
と
し
て
、
あ
る
（
元
の
）
事
象
を
表
し
た
数

式
か
ら
他
の
事
象
の
数
式
へ
の
方
程
式
と
し
て
の
量
化
の
認
識
は
、
二
つ
の
事
象
を
結
合
す
る
変

数
が
直
接
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

「
変
数
が
直
接
的
に
関
与
す
る
と
の
意
味
は
ど
う
言
う
事
で
す
か
。」　

『
科
学
』　

人　

　
　
　
　
「
あ
る
（
元
の
）
事
象
に
お
い
て
、
バ
イ
ア
ス
の
値
の
値
倍
で
持
っ
て
、
あ
る
（
元
の
）

事
象
の
現
象
が
等
価
に
な
る
と
言
う
こ
と
で
す
か
ら
、
変
数
そ
の
も
の
が
、
あ
る
（
元
の
）
事
象

の
現
象
の
変
化
を
も
示
す
こ
と
に
生
り
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
バ
イ
ア
ス
の
値
が
作
為
と
し
て
捉
え
る
と
、
全
称
量
化
式
と
存
在
量
化
式
の
比
較
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
意
味
に
な
り
ま
す
か
。」

『
科
学
』　

人　
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「
バ
イ
ア
ス
の
値
に
よ
り
、
存
在
量
化
式
の
他
の
事
象
の
方
程
式
へ
の
擬
似
的
な
も

の
を
結
果
と
し
て
模
索
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
現
象
は
、
ど
の
よ
う
に
擬
似
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。」

『
科
学
』　

人　

　
　
　
　
「
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
現
象
の
バ
イ
ア
ス
の
値
は
、
ゲ
ー
ジ
変
換
に
作
用
す
る
見
返

り
に
、
二
つ
の
事
象
を
結
合
す
る
変
数
そ
の
も
の
が
、
増
進
を
擬
似
す
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

「
ゲ
ー
ジ
変
換
に
作
用
す
る
見
返
り
に
、
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。」　　

『
科
学
』　

人

　
　
　
　
　
「
バ
イ
ア
ス
の
値
の
作
用
に
よ
る
変
数
の
ゲ
ー
ジ
変
換
に
よ
り
、
あ
る
（
元
の
）
事

象
に
お
い
て
、
先
ほ
ど
、
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
バ
イ
ア
ス
の
値
の
値
倍
で
持
っ
て
、
ま
た
等
価

式
に
変
換
さ
れ
る
と
い
う
か
、
戻
っ
て
し
ま
う
事
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人

「
バ
イ
ア
ス
の
値
そ
の
も
の
の
決
定
に
お
い
て
、
他
の
事
象
の
数
式
を
見
定
め
る
作
為
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
ど
う
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。」

『
科
学
』　

人　
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「【
他
者
に
よ
っ
て
、
再
現
で
き
る
。】
と
の
『
科
学
』
人
の
心
構
え
が
『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
言

う
規
範
モ
デ
ル
の
設
定
の
仕
方
で
同
一
の
数
式
に
生
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」

 

原
告
尋
問

　
『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
　
「『「
郷
」
の
情
念
』
人
は
、
使
わ
れ
て
い
る
数
式
が
全
称
量
化
式
と
認
識
し
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
こ
の
数
式
を
如
何
思
わ
れ
ま
す
か
。」　

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
　
「『
科
学
』人
よ
り
示
さ
れ
た
存
在
量
化
式
の
一
つ
の
演
算
子
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
が
方
程
式
と
認
識
さ
れ
た
時
、
あ
る
（
元
の
）

事
象
の
数
式
を
現
象
と
し
て
捉
え
る
の
は
、
二
事
象
を
媒
介
す
る
、
変
数
値
そ
の
も
の
が
、
擬
似

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
　
「
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
現
象
は
、
変
数
値
そ
の
も
の
が
、
擬
似
す
る
こ
と
に
な

る
と
言
う
事
で
す
が
、
他
の
事
象
の
数
式
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
り
ま
す
か
。」　

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
　
「
他
の
事
象
の
数
式
の
現
象
も
存
在
量
化
の
他
の
事
象
の
方
程
式
の
結
果
に
擬
似

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
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『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
　
「
全
称
量
化
式
の
量
化
定
数
が
作
為
的
な
バ
イ
ア
ス
の
値
で
在
る
な
ら
、
存
在
量

化
式
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
り
ま
す
か
。」

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
「
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
が
方
程
式
と
認
識
さ
れ
た
時
、

二
つ
の
事
象
を
媒
介
す
る
変
数
を
同
一
の
ゲ
ー
ジ
と
し
て
取
り
扱
え
ま
せ
ん
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
変
数
を
同
一
の
ゲ
ー
ジ
と
し
て
取
り
扱
え
ま
せ
ん
と
の
事
で
す
が
、
こ
れ
は
、
ど

う
言
う
意
味
で
す
か
。」

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
「
二
つ
の
事
象
を
媒
介
す
る
変
数
が
同
一
の
ゲ
ー
ジ
で
な
い
こ
と
は
、
他
の
事
象
の

数
式
で
あ
る
減
歩
率
式
の
比
較
は
、
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
の
そ
れ
ぞ

れ
の
中
央
値
を
重
ね
合
わ
せ
て
の
減
歩
率
式
の
傾
向
を
認
識
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
オ

フ
セ
ッ
ト
な
傾
向
を
認
識
す
る
事
で
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
他
の
事
象
の
数
式
で
あ
る
減
歩
率
式
の
比
較
で
、
全
称
量
化
式
と
存
在
量
化
式
に

お
い
て
の
二
つ
の
事
象
の
間
の
、
あ
る
（
元
の
）
現
象
の
変
化
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
り
ま
す

か
。」　

『
量
化
』　

人　
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「
全
称
量
化
式
の
量
化
定
数
が
作
為
的
な
バ
イ
ア
ス
の
値
と
し
て
の
数
式
の
取
り
扱

い
な
ら
、
存
在
量
化
式
へ
の
擬
似
化
で
あ
り
ま
す
。」

「
二
つ
の
事
象
を
媒
介
す
る
変
数
は
ゲ
ー
ジ
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
存
在
量
化
の
量
化
式

に
相
当
す
る
全
称
量
化
の
見
掛
け
の
増
進
を
変
数
値
が
、
示
す
事
に
な
り
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
全
称
量
化
式
の
数
式
の
使
わ
れ
方
は
、
例
え
れ
ば
、
機
械
的
と
い
う
か
電
子
回
路

の
素
子
の
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。」　

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
「『
数
学
』
人
の
言
う
量
化
の
意
味
で
な
く
、
バ
イ
ア
ス
の
値
の
根
拠
と
な
る
数
値
や

量
の
値　

そ
の
も
の
で
量
化
を
し
て
い
る
か
ら
、
数
式
を
素
子
と
し
て
考
え
れ
ば
何
の
働
き
も
し

て
い
ま
せ
ん
。」　　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
存
在
量
化
式
の
場
合
は
、
ど
う
言
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。」

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
「
バ
イ
ア
ス
の
値
の
在
る
事
が
量
化
の
動
因
で
あ
り
、
量
化
式
そ
の
も
の
が
、
素
子

の
機
能
を
生
み
出
し
二
つ
の
事
象
を
媒
介
す
る
変
数
に
働
き
か
け
る
存
在
量
化
定
数
を
示
し
て
く

れ
ま
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
全
称
量
化
と
存
在
量
化
と
の
量
化
の
違
い
は
、
バ
イ
ア
ス
の
値
で
量
化
す
る
か
、
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量
化
式
そ
の
も
の
で
量
化
し
て
い
る
か
、
と
言
う
こ
と
で
す
か
。」

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
「
全
称
量
化
の
場
合
、バ
イ
ア
ス
の
値
が
人
為
的
な
作
為
し
た
値
な
ら
、あ
く
ま
で
も
、

変
数
の
ゲ
ー
ジ
変
換
で
あ
り
、
作
為
の
あ
る
バ
イ
ア
ス
の
値
で
存
在
量
化
に
擬
似
さ
せ
て
い
る
の

で
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
全
称
量
化
の
数
式
の
バ
イ
ア
ス
の
値
を
人
為
的
な
作
為
し
た
値
で
数
式
を
使
う
な

ら
、
存
在
量
化
の
数
式
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
か
。」　　

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
「
は
い
、
そ
う
で
す
。」　　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
「
全
称
量
化
の
数
式
の
バ
イ
ア
ス
の
値
を
人
為
的
な
作
為
し
た
値
で
数
式
を
使
う
の

は
ど
う
い
う
場
合
で
す
か
。」

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
「
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
は
、
評
価
事
象
の
数
式
で
す
が
、
こ
の
事
象
で
の
等

価
か
ら
大
き
く
乖
離
す
る
と
『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
い
う
【
地
権
者
の
合
意
形
成
が
図
れ
る
土

地
価
格
の
指
標
を
決
め
て
い
ま
す
。
合
意
形
成
と
は
、
地
権
者
へ
の
納
得
で
き
る
減
歩
と
理
解
し

て
い
ま
す
。】
と
の
事
で
バ
イ
ア
ス
の
値
を
人
為
的
な
作
為
し
た
値
で
数
式
を
使
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。」　
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『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
　
　
「
量
化
作
用
を
人
為
的
に
す
る
か
、
存
在
量
化
の
数
式
に
任
せ
る
か
と
言
う
事
で

す
か
。」

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
　
「
は
い
、
そ
う
で
す
。」

「
評
価
事
象
の
土
地
価
格
の
指
標
を
真
摯
に
扱
う
な
ら
存
在
量
化
の
数
式
に
任
せ
る
べ
き
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
「
土
地
価
格
の
指
標
を
真
摯
に
扱
う
と
は
、
ど
う
言
う
意
味
で
す
か
。」　　

『
量
化
』　

人

「
他
の
事
象
の
数
式
で
あ
る
面
積
事
象
へ
の
量
化
作
用
を
推
し
量
っ
て
、
土
地
価
格
の
指
標
を
扱

う
こ
と
が
、
真
摯
で
な
い
こ
と
で
す
。」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
今
、
言
い
ま
し
た
扱
い
を
排
除
す
る
こ
と
が
、
真
摯
さ
を
守
る
事
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
　
「
量
化
作
用
を
数
式
で
扱
う
な
ら
、
譬
え
、
入
力
値
が
、
人
為
的
な
土
地
価
格
の
指

標
で　
　

あ
る
け
れ
ど
も
真
摯
さ
は
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
作
為
で
在
っ
て

は
な
ら
な
い
と
言
う
事
で
す
か
。」

『
量
化
』　

人
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「
は
い
、
そ
う
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
「
真
摯
さ
を
守
る
事
と
は
、
ど
う
言
う
意
味
で
す
か
。」　　

『
量
化
』　

人

　
　
「
こ
の
真
摯
さ
を
守
る
こ
と
で
、
二
つ
の
事
象
を
媒
介
す
る
変
数
は
、
作
為
的
な
ゲ
ー
ジ
変

換
の
な
い
状
態
で
分
析
で
き
ま
す
。」

　
　
　
　
　
「
と
り
も
な
お
さ
ず
、
規
範
モ
デ
ル
を
数
理
モ
デ
ル
へ
と
正
直
に
導
く
こ
と
が
出
来

ま
す
。」　

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
「
正
直
と
は
、
具
体
的
に
何
を
意
味
し
ま
す
か
。」　

『
量
化
』　

人

　
　
　
　
「『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
数
式
で
あ
る
権
利
価
格
式
の
比
例
係
数
は
、
作
為
の
な
い
バ

イ
ア
ス
の
値
で
在
る
と
言
う
こ
と
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　
　

　
　
　
　
「
バ
イ
ア
ス
と
ゲ
ー
ジ
は
全
称
量
化
式
と
存
在
量
化
式
と
に
お
い
て
、
ど
ん
な
働
き
を

し
て
い
ま
す
か
。」

『
量
化
』　

人
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「
バ
イ
ア
ス
の
値
は
、
全
称
量
化
式
と
存
在
量
化
式
と
に
お
い
て
、
共
通
の
視
座
の
も
と

に
決
め
ら
れ
る
外
生
因
子
で
あ
り
ま
す
。」

「
従
っ
て
、
バ
イ
ア
ス
値
の
作
為
は
、
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
を
繋
ぐ

変
数
に
掛
か
る
ゲ
ー
ジ
の
値
を
人
為
的
に
決
め
る
こ
と
に
な
る
事
で
す
。」

　
　
　
「
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
、
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
バ
イ
ア
ス
値
の
作
為
が
在
る
限
り
、

全
称
量
化
式
と
存
在
量
化
式
の
あ
る
（
元
の
）
現
象
の
数
式
と
他
の
現
象
の
数
式
を
同
一
の
ゲ
ー

ジ
の
変
数
と
し
て
扱
え
な
い
事
で
す
。」

『
情
念
シ
ス
テ
ム
』　

人　

　
　
　
　
「
全
称
量
化
の
他
の
現
象
の
数
式
の
分
析
は
、
存
在
量
化
式
の
変
数
の
中
央
値
か
ら
の

現
象
の
傾
向
の
擬
似
に
な
る
と
言
う
事
で
す
ね
。」

『
量
化
』　

人　

　
　
　
「
は
い
、
そ
う
で
す
。」

 

判
決　

主
文　
　
　

　

量
化
を
認
知
し
容
認
す
る
。　

理
由　
　

　
　
　
　
　

第
一
回
、
第
三
回
、
第
五
回
、
第
七
回
、
第
十
回
に
お
よ
ぶ
『
数
学
』
人
の
証
人
尋
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問
よ
り
数
式
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
証
言
を
得
た
。

　
　
　
　

一
、
第
二
回
の
『
論
理
学
』
人
の
証
言
よ
り
数
式
と
数
式
を
等
価
記
号
で
結
合
す
れ
ば

普
遍
的
な
定
数
を
認
知
し
全
称
量
化
式
か
存
在
量
化
式
に
生
る
。

　
　
　
　
　

一
、
あ
る
（
元
の
）
事
象
の
数
式
と
他
の
事
象
の
数
式
が
閉
じ
た
形
で
あ
れ
ば
夫
々

の
事
象
の
数
式
は
方
程
式
と
認
識
で
き
る
。　

　
　
　

一
、二
つ
の
事
象
の
方
程
式
が
双
対
す
る
こ
と
を
量
化
と
言
う
。　

一
、二
つ
の
事
象
の
方
程
式
を
現
実
の
数
式
に
示
し
得
な
い
の
で
誤
差
を
含
ん
で
し
か
扱
え
ず
、

こ
の
数
式
を
作
る
こ
と
も
量
化
の
意
味
に
な
る
。

　
　
　
　

第
四
回
、
第
六
回
、
第
八
回
、
第
九
回
、
第
十
一
回
に
お
よ
ぶ
『
科
学
』
人
の
証
人
尋

問
よ
り
数
式
の
科
学
的
分
析
が
何
た
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
証
言
を
得
た
。

　
　
　
　

一
、
量
化
式
か
ら
減
歩
率
式
を
導
く
に
は
、
演
算
子
が
見
出
せ
る
。　

　
　
　
　

一
、『「
郷
」
の
情
念
』
の
数
式
は
、
全
称
量
化
式
の
数
式
で
在
る
が
、
量
化
式
と
の
認

識
を
せ
ず
に
作
ら
れ
た
権
利
価
格
式
で
あ
る
。

一
、
量
化
の
意
味
に
お
い
て
『
数
学
』
人
の
量
化
の
認
識
以
外
に
数
式
の
入
力
値
で
あ
る
指
標
数

値
も
量
化
に
な
る
。　

一
、
指
標
数
値
も
量
化
に
な
る
こ
と
で
、
使
用
し
て
い
る
数
式
の
定
数
が
人
為
的
な
バ
イ
ア
ス
の

値
で
あ
る
。

一
、
全
称
量
化
式
の
見
掛
け
の
現
象
を
捉
え
る
も
の
は
、
量
化
式
と
減
歩
率
式
を
結
合
す
る
変
数

値
そ
の
も
の
に
な
り
、
減
歩
率
式
は
、
存
在
量
化
の
減
歩
率
式
に
ゲ
ー
ジ
変
換
さ
れ
て
擬
似
さ
れ

た
も
の
に
な
る
。　
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一
、
全
称
量
化
の
減
歩
率
の
変
化
は
、
結
合
す
る
変
数
が
バ
イ
ア
ス
値
に
よ
り
ゲ
ー
ジ
変
換
さ
れ

る
の
で
、
減
歩
率
式
の
中
央
値
か
ら
の
変
化
傾
向
を
認
識
す
る
事
に
な
る
。　
　

『
数
学
』
人
、『
論
理
学
』
人
、『
科
学
』
人
、『「
郷
」
の
情
念
』
人
、『
量
化
』
人
の
証
言
内
容
よ

り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
大
統
一
す
る
の
に
、
ど
ん
な
理
性
で
あ
れ
ば
良
い
か
を
下
す
。

理
性
は
、
共
通
の
情
念
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
数
式
の
使

い
方
が
権
利
価
格
式
と
の
認
識
の
み
で
定
数
を
人
為
的
な
バ
イ
ア
ス
の
値
で
容
認
す
る
こ
と
は
、

『「
郷
」
の
情
念
』
の
中
で
確
立
さ
れ
た
理
性
で
あ
る
。　
　

こ
の
数
式
は
、
全
称
量
化
式
で
あ
り
、
存
在
量
化
式
を
含
め
て
解
析
学
的
に
数
式
と
し
て
検
討
す

る
時
、
規
範
モ
デ
ル
と
し
て
の
人
為
的
な
バ
イ
ア
ス
値
は
、
数
理
モ
デ
ル
と
し
て
の
解
析
に
は
、

作
為
的
な
変
数
の
ゲ
ー
ジ
変
換
に
な
る
。

『「
郷
」
の
情
念
』
の
開
示
し
た
規
範
モ
デ
ル
の
数
式
の
解
析
は
、
評
価
事
象
に
と
ど
ま
り
、
バ
イ

ア
ス
値
の
確
固
た
る
モ
ノ
（
本
質
）
を
分
析
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。　

数
理
モ
デ
ル
と
し
て
は
、『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
言
う
権
利
価
格
式
は
、
全
称
量
化
式
の
量
化
価

格
式
で
あ
る
。

し
か
し
、
権
利
価
格
式
を
『「
郷
」
の
情
念
』
人
は
、
量
化
価
格
式
と
認
識
し
て
い
な
い
し
、
面

積
事
象
の
減
歩
率
式
と
も
閉
じ
た
形
を
確
認
す
る
こ
と
も
な
く
使
用
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、【
鉛
筆
を
舐
め
る
】と
の
事
柄
の
真
の
意
味
を
も
理
解
し
て
い
な
い
。【
鉛
筆
を
舐
め
る
】

と
い
う
の
は
、
数
理
モ
デ
ル
か
ら
解
析
学
的
に
は
、
真
の
、
量
化
価
格
式
は
方
程
式
と
し
て
呈
示

出
来
る
が
、
現
実
に
は
有
効
数
字
を
も
つ
数
値
か
ら
の
数
式
し
か
扱
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。　

『
科
学
』人
は
、閉
じ
た
形
の
量
化
価
格
式
を
捉
え
て
権
利
価
格
式
を
極
め
得
る
が
、『「
郷
」の
情
念
』

人
は
、
権
利
価
格
式
か
ら
の
試
行
錯
誤
で
極
め
得
る
に
過
ぎ
ず
、
数
理
モ
デ
ル
に
視
座
が
移
ら
な
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い
規
範
モ
デ
ル
の
バ
イ
ア
ス
の
値
を
削
ぎ
得
て
い
る
の
で
あ
る
。　

と
こ
ろ
が
、
規
範
モ
デ
ル
が
数
理
モ
デ
ル
へ
と
視
座
が
移
っ
た
な
ら
『「
郷
」
の
情
念
』
の
使
用

し
て
い
る
数
式
は
、
全
称
量
化
式
で
あ
り
、
全
称
量
化
定
数
の
意
味
が
バ
イ
ア
ス
の
値
で
あ
る
と

の
視
点
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
到
達
し
得
な
い
の
は
評
価
事
象
か
ら
の
み
の
考
察
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

『「
郷
」
の
情
念
』
の
統
轄
下
の
理
性
は
、『「
郷
」
の
情
念
』
の
数
式
の
使
い
方
で
結
果
と
し
て
規

範
さ
れ
る
バ
イ
ア
ス
の
値
が
量
化
の
行
為
で
あ
り
、
作
為
さ
れ
る
変
数
は
、
ゲ
ー
ジ
変
換
さ
れ
、

評
価
事
象
の
見
掛
け
の
変
化
現
象
を
変
数
値
が
捉
え
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
審
理
か
ら
、
よ
り
大
い
な
る
統
一
を
目
指
す
、
理
性
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
の

『
理
性
は
、
情
念
の
奴
隷
で
あ
り
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。』
の
命
題
の
真
偽
の
崇

高
さ
を
高
め
る
の
は
、『「
郷
」
の
情
念
』
で
形
成
す
る
理
性
が
、
奥
田
太
郎
氏
の
言
う
情
念
シ
ス

テ
ム
の
『
三
者
以
上
の
間
で
の
共
感
を
通
じ
た
情
念
と
快
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
、
穏
や
か
な
間

接
情
念
で
あ
る
是
認
の
情
念
（
す
な
わ
ち
道
徳
感
情
）
へ
と
変
化
』
す
る
た
め
に
、

量
化
の
言
葉
の
意
味
の
内
容
は
、『
数
学
』
人
、『
論
理
学
』
人
、『
科
学
』
人
の
証
言
し
た
の
を
、

容
認
す
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、『「
郷
」
の
情
念
』
の
理
性
は
、
よ
り
大
い
な
る
統
一
の
『
是
認
の
情
念
』
へ
と

変
化
出
来
る
の
で
あ
る
。

バ
イ
ア
ス
の
値
が
人
為
的
作
為
を
施
し
て
い
る
な
ら
『「
郷
」
の
情
念
』
人
の
権
利
価
格
式
は
、

存
在
量
化
式
に
代
え
て
量
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
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『
市
井
』
の
声　

斯
界
の
数
式
を
使
う
こ
と
の
行
為
の
動
因
が
、
自
然
的
・
人
為
的
と
い
う
徳
の
二
分
法
の
内
実
は
、

金
重
明
著
の
『
十
三
歳
の
娘
に
語
る
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
無
限
小
』
の
中
の
『
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
』
の
意
味
を
お
借
り
し
て
、
自
然
科
学
と
社
会
規
範
と
で
は
そ
の
根
幹
の
情
念
が
論
理
的
理
性

に
な
る
か
、
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
然
科
学
（
数
学
）
に
お
い
て
の
理
性
は
、
人
類
に
共
通
な
根
幹
の
情
念
で
理
性
の
中
の
理
性
で

あ
る
と
主
張
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
社
会
科
学
（
規
範
）
で
の
理
性
は
、
人
類
に
共
通
な
根
幹
の
情
念
と
し
て
は
疎
ま
し
く

そ
の
も
の
か
ら
出
て
く
る
論
理
は
、こ
こ
の
時
代
の
歴
史
に
委
ね
ら
れ
た
産
物
で
あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
数
学
を
敢
え
て
自
然
科
学
と
離
し
た
視
点
で
数
学
的
論
理
を
自
然
科
学
に
押
し
広
め
た
と

き
、
数
学
的
等
価
は
、
自
然
科
学
に
お
い
て
は
、
量
化
と
し
て
の
等
価
で
あ
る
こ
と
を
強
く
、
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
る
。

西
田
幾
多
郎
没
後
七
十
年
に
当
た
り
改
め
て
、『
善
の
研
究
』
の
端
々
の
言
葉
を
思
い
起
こ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
述
べ
る
と
、

『
我
々
の
真
摯
な
る
要
求
は
我
々
の
作
為
し
た
も
の
で
は
な
い
、
自
然
の
事
実
で
あ
る
。』
や
『
深

く
考
え
る
人
、真
摯
な
る
人
は
必
ず
知
識
と
情
意
と
の
一
致
を
求
む
る
様
に
な
る
。』
を
「
拠
り
所
」

に
被
告
で
あ
る
提
唱
人
の
数
式
の
規
範
モ
デ
ル
を
数
理
モ
デ
ル
と
し
て
解
析
し
た
な
ら
、
先
に
記

し
た
『
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
の
使
い
方
が
、
社
会
規
範
と
自
然
科
学
と
の
適
用
に
お
い
て
如

実
に
判
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
論
理
の
裁
判
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
『
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
を
踏
ま
え
た
規
範

モ
デ
ル
の
数
式
の
解
析
の
不
十
分
さ
故
の
思
い
込
み
か
ら
、
真
の
数
理
モ
デ
ル
へ
と
昇
華
し
き
れ

な
か
っ
た
た
め
に
、
離
散
的
に
双
対
で
き
る
評
価
事
象
と
面
積
事
象
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
数
の
場
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を
橋
渡
し
す
る
モ
ノ
の
本
質
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
西
田
幾
多
郎
書
の　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『　

物
と
な
っ
て
考
へ
物
と
な
っ
て

行
ふ　
　
　

西
田
幾
多
郎
書　

』

の
物
は
、私
の
考
察
し
た
モ
ノ
と
置
き
換
え
て
思
惟
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
て
い
る
。

　
モ
ノ
の
気
づ
き
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
、

森
田
真
生
先
生
は
、
岡
潔
の
言
葉
の

『
数
学
は
、
自
然
数
の
最
初
の[

１]

に
つ
い
て
何
も
説
明
で
き
な
い
。』

『
な
ぜ
そ
の
最
初
の[

１]

は
存
在
す
る
か
。』

『
最
初
の
数
［
１
］
と
は
何
か
。』

の
『
情
緒
』
に
あ
る
「
つ
か
み
と
る
」
モ
ノ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

こ
の
［
１
］
な
る
モ
ノ
が
、
二
つ
の
集
合
の
双
対
性
に
お
い
て
こ
こ
の
方
程
式
の
係
数
の
存
在
量

化
定
数
と
作
用
素
の
和
ま
た
は
積
が
、［
１
］
に
生
る
こ
と
が
分
か
っ
た
事
だ
。
私
は
、
集
合
の

も
と
じ
め
と
し
て
表
す
こ
と
が
出
来
て
い
る
［
１
］
が
、
数
学
的
な
［
１
］
を
表
意
し
て
い
り
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
と
認
識
す
る
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
神
道
に
お
け
る
「
荒
魂
」
と
「
和

魂
」
を
、
数
学
の
［
１
］
の
風
景
と
し
て
市
井
の
方
が
た
に
眺
め
て
い
た
だ
く
べ
く
「
荒
魂
」
に

相
当
す
る
【
量
化
】
の
言
葉
を
国
語
辞
典
に
載
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
「
一
言
主
神
社
」
に
お
願
い

し
て
い
る
。
叶
え
ら
れ
れ
ば
「
和
魂
」
と
し
て
の[

１]

の
風
景
が
共
有
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
胸
を
弾
ま
せ
て
い
る
。
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話
は
戻
し
て
、

『
思
惟
、
想
像
、
意
志
、
の
作
用
よ
り
の
統
一
せ
る
活
動
』
か
ら
論
理
を
数
式
と
し
た
時
、
全
称

量
化
と
存
在
量
化
の
二
つ
の
思
惟
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

『
如
何
に
考
え
、
如
何
に
想
像
し
、
如
何
に
為
す
べ
き
か
を
論
ず
る
の
が
、
第
一
の
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
論
理
、
審
美
、
倫
理
、
の
研
究
が
起
っ
て
来
る
。』
を
思
惟
し
、

そ
こ
で
、
論
理
と
し
て
は
、
現
象
の
解
析
の
結
果
、
評
価
事
象
か
ら
面
積
事
象
へ
の
変
換
に
は
演

算
子
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
面
積
事
象
の
変
数
の
係
数
は
、
作
用
素
で
示
さ
れ
、

減
歩
の
割
り
当
て
（
積
分
）
量
と
生
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
評
価
事
象
の
離
散
量
を
表
す
量
化
式
の
量
化
係
数
と
面
積
事
象
の
離
散
量
を
表
す
減

歩
率
式
の
作
用
素
の
係
数
と
に
は
、
双
対
と
な
ら
し
め
、
先
に
触
れ
た
両
係
数
の
和
か
積
が
一
に

生
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
離
散
数
学
の
微
分
積
分
法
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
離
散

的
量
化
関
数
（
式
）
の
導
関
数
と
し
て
、
離
散
的
減
歩
率
関
数
（
式
）
が
導
か
れ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。　
　

こ
れ
で
も
っ
て
、

『
我
は
数
理
を
知
る
と
共
に
こ
れ
を
愛
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。』

の
心
持
に
な
れ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
度
、
私
の
理
性
の
定
義
の
拠
り
所
を
記
す
と
、
遠
く
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
で
あ
る
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
『
理
性
は
、
神
が
魂
に
点
火
し
た
光
な
り
。』
か
ら
、
神
は
、
自
然　

魂
は
、
徳

と
し
て
捉
え
れ
ば
、『
論
理
、
審
美
、
倫
理
、
の
研
究
』
が
、『
統
一
せ
る
活
動
』
と
な
し
得
、
数

式
な
る
も
の
が
何
か
を
、
直
視
で
き
た
の
で
あ
る
。
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そ
う
す
る
こ
と
で
、数
式
に
、数
式
の
数
式
た
る
、魂
が
宿
り
、数
式
が
光
る
と
思
え
た
の
で
あ
る
。

夏
目
漱
石
の
『
心
』
に

『
言
葉
が
、
空
気
に
波
動
を
伝
え
る
ば
か
り
で
な
く
も
っ
と
強
い
物
に
も
っ
と
強
く
働
き
掛
け
る

こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。』

こ
れ
は
言
葉
が
言
霊
と
成
す
こ
と
で
あ
り
、【
量
化
】
な
る
言
葉
の
定
義
が
判
決
に
よ
り
下
さ
れ

た
の
で
、【
量
化
】
は
言
魂
と
鳴
り
、
そ
の
波
動
は
、「
私
の
情
念
」
を
打
ち
砕
き
、『「
郷
」
の
情

念
』
の
理
性
が
、
よ
り
大
い
な
る
統
一
の
『
是
認
の
情
念
』
の
理
性
と
な
っ
て
往
く
だ
ろ
う
事
を

願
っ
て
、「
私
の
情
念
」
も
霧
消
さ
せ
た
い
。

追
伸　

『
京
』
に
『
哲
学
の
道
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
散
策
路
が
あ
る
。

私
は
、『
数
学
人
』と
自
然
科
学
や
社
会
科
学
に
携
わ
る『
科
学
人
』が
現
象
を
等
式
で
考
察
す
る
時
、

『
数
学
人
』
の
は
、
理
性
で
あ
り
、『
科
学
人
』
の
は
、
量
化
で
あ
る
と
思
惟
す
る
。

こ
の
道
を
、
私
は
、「
量
化
の
道
」
と
念
じ
つ
つ
歩
い
て
い
る
。


